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〔内容抄録」

結核罹患家兎二就キ、血液「カタラーゼ」値 ヲ測定セルニ、著者ノ實驗 セル感染程度及ビ感染期間二於テハ

、健常値 ト大差 ヲ認メナイガ、豫 メ人工的貧血(〓 酸「フェニールヒ ドラチン」注射、頸動脈潟血及 ビ耳

静脈潟血)ニ ヨリテ、之ヲ減少セシムレバ、ソノ恢復ハ健常 ト大 イニ相違 ジテ甚 シク遅延スル。而 シテコ

ノ際「ヴィタミノ」B複 合體 ノ投與ニヨリテ健患共血液「カタラーゼ」作用ハ増強 ヲ來 シ、殊ニソノ影響ハ結

核賓血動物ニ於テ顯著ニ現 レ、貧血後 ノ恢復ハ ヨク正常若 クハ正常以上 トナルコトヲ證明 シタ。
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第1章 緒 言

各種臓器 ト共 二血液 二、過酸化水素 ラ分子的酸

素 ト水 二分解 スル機能 ノ存 スル コ トノ・、既 二古

ク ヨリ知 ラ レテヰ タガ(1819年Th6nard)。1901

年Loewニ ョ ツジ始 メテ之 ガー ツ ノ掲立 セル

酵 素 「カタ ラー ゼ」(Katalse)ノ 作 用 ナル コ トガ

明 カニセラ レタ。其後 、本酵 素 ノ生物學 的意義

二關 シテノ・、種 々論 ゼ ラレ未 ダ全 ク悶 明 ノ域 二

達 シテヰナカツ タガ近年 主 トシテ、血液 「カタ ラ

ー ゼ」二就 イテ
、臨躰 的拉 二實験 的 二各方面 カ ラ

ノ研 究 ガ進 メラレ、此 モ ノハ、生龍 ノ酸化現象
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二封 シテ直接(Burge)
、若 クノ・間接 的(L・oew)ニ

… 定 ノ極 メテ重要 ナル役 割 テ演 ズルモ ノナル コ

トガ、一般 二認 メ ラレルニ至 ッ タ。 更 二最近 、

コ ノモ ノガ、 血液代謝(Bingold) 、 或 ノ・糖代謝

(Koeppe)ト ノ間 ニモ、密接 ナル關係 テ有 ・7.ルコ

トガ謹 明 セ ラレル ニ至 リ、本酵素 ノ生理的使命

ノ愈 ヒ重大 ニ シテ、且 多岐 二至 ルモ ノナル コ ト

ガ、漸 ク判明 シテ來 タ。

而 シテー 方本來 ノ生理的機能 ノ・暫 ク措 キ、血液

ノ所謂 「カタ ラー ゼ」作用(Katalasereaktionod.

KatalatischeF乞higkeitvonJusatz)ガ 鏡 敏 二

攣 化 スル コ トニヨ リ、實験留學 上種 々ナル條件

下 二於 ケル個艦 ノ生物學的態度 テ トスル、一示

標 トシテ取扱 ノ・レル檬 ニナ リ。既 二進 ンデ、治

療學 的研究 ノ封 象 一マデナ リツ ・アル駄態 デ ァ

ノレo

例 ヘ バ1932年Jusatzノ ・「ヴfタ ミン」鋏乏家 兎

二於 テ、「ヴィタ ミン」D投 與 一ヨ リ著明 二上昇 セ

ル血液 「カ タラー ゼ」(以下血液 「カ」ト略記 入)ガ

「ヴィタ ミン」D過 剰症 ノ出現 ト共 二減 少 シ來 ル

事實 ニヨ リ、臨休上本 反慮 テ測定 人レバ、一般

「ヴ1タ ミン」Dノ 過 剰投與 テ豫知 シ得 ベ シ トナ

シ、叉1933年Koeppe教 授 ノ・、小 見 ノ血液 「カ」

値 ノ測 定及 ビ紫外線照射後 二於 ケル コノモ ノノ

動 キ ノ覗察 ガ、 光線 療法 二封 スル適慮 ノ有無 ノ

決定拉 二照射量 ノ調節 二封 シテ有 カナル指針 テ

與 フルモ ノナル コ トテ謹明 シ、昭和9年(1934ノ

谷 向氏 モ同様 ナル事實 テ、家 兎血液 二就 イテ實

験 シテヰル。

儀 血液 「カ」ト結核罹患 トノ關イ系二就 イテハ

ソ ノ研究尚 未グ多 カラズ、文献 ニ ヨレバ1913年

Kotschneffノ ・死結核 菌接種 ノ・、 「モルモ.ト 」ノ

血液 「カ」テ持績的 二減 少 セ シムルガ、家兎 二封

シテノ・、不愛 デアル ト云 ヒ、Winternitz・ ・結核

性肺臓 組織 ノ 「カタ ラー ぜ」ノ・減 少 テ 來 入 ト述

べ、Jollesモ 亦 、 ソノ試験例 二於 テ、血液 「カ」

ノ著 シキ減少 テ認 メテヰル。 本邦 二於 テ、中西

春一氏(大 正12年 、1923)ガ 、 肺結核患者20例

二就 イテ検査 シタル成績 ニ ヨレバ
、結核患者 ノ・

健康人 二比較 シテ、一般 二血液 「カ」ノ減少 テ認

メルガ、「カ タラー ゼ」係撒及 ビ血色素 「カタラー

ゼ」係藪 ニノ・、著 シキ攣化 ナ ク、 ソノ減 少ハ、病

症 ノ輕重 ニ ヨル ヨリモ、寧 ロ貧血 ノ程度 二拉行

スルカ●如 シ1・云 フ。更 二Bebeshinu.Pantsc-

henkow(1925)ノ ・60名 ノ肺結核 患者 二就 キ各種

血液酵素 テ測定 シ、血液 「カ」ノ・、代償期 病型 ノ

モ ノニ於 テノ・、動 揺 ガ少 ク正常値 二近 イガ、非

代償期病型 ノモ ノ・・、著 明 ナル動揺ラ 示 ス。 又

檜殖 性病竈 テ有 スル モ ノノ「カ」値 ノ・高 久 化膿

竈 ヲ有 シ、消耗性熱 テ呈 スルガ如 キモ ノ・・低 イ。

斯 ノ如 ク、 一般 二、 「カ」値高 キモ ノノ豫後 ノ・良

好 デアル トシテヰル。

昭和5年(1930)、 當 醤局渡邊 三郎博士 ノ・、種 々

ナル病型 ノ肺結核患者26名 ノ血 液 「カ」値拉 二

盤化 「ナ トリウム」ニ ヨル該反雁 ノ抑 制度 テ測定

シ、肺結核 ノ病症 ノ進 ムニ從 ヒ、 「カ」値 ノ低 キ

モ ノガ多 久 且盤化 「ナ トリウム」ニ ヨル被抑 制

度 ノ・大 トナル、而 モ重症患者 ニノ・、該監類 二封

シ、一般 過敏 ナルモ ノ ト、反 ツテ甚 ダ鈍感 ナル

モ ノトガ アルコ ト等 ラ経験 シ
、是等 ト結核 ノ豫

後 トノ間 二、一定 ノ關係 テ認 メテヰル。

抑 ζ結核罹患個禮 ガ、種 々ナル刺戟 二封 シテ顯

ス態度 ノ屡 く健常個膿 ト甚 ダ異 ナル モ ノアル コ

トノ・、嚢 二、渡邊…博士(昭 和5年
、1930)ガ 、 臨

躰的 二、 「ア ドレナ リン」血歴反磨 二就 キ、更 二

同 ジク渡邊.松 村才兵衛附 博士(昭 和6年 、1931)

ガ特 殊及 ビ非特殊刺戟 二封 スル
、結核家兎 ノ血

糖 、酸盛基 李衡、 白血球像及 ビ、血駆等 ノ愛化

二就 イテ・實験的研究 ラ逡 ゲ興 味 アル成績 ラ瑳

表 シタ所 デアルガ、夫 レノ・臨林蚊 二實験馨學 上

極 メテ重要 ナル事實 ト云 フベ キデアル
。

弦 二著者 へ 血液 「カ」テ示標 トシ
、 且個膿 テ實

験 的貧血 ニヨ リ、動的状態 二置 キ、結 核罹患動

物 ノ斯 ル侵害 二封 スル態度 テ、健常働 物 ノ夫 レ

ト・比較観察 シ便 二是等一 系 ノ事象 二封 シテ
、

1ヴィタ ミン」B投 與 ガ如何 ナル 影響 ラ至 一・
.カ テ

検査 シテ興 味 アル成績 テ得 タルラ以 テ
、報 告ス

ル次 第 デ アル。
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第2章 實験材料及ビ實験方法

實験動 物ノ・、 何 しモ罷重3kg内 外 ノ成熟家 兎

斗用 ヒ、 健常家兎18頭 及 ビ結核 家兎21頭 合 計

39頭 ヨ リ成 ル。

結核動物 ノ・、人型 中毒結核菌0.5mgテ 扁 桃腺

内若 クノ・一部 ノ・耳静脈 内二接種 シ、感染後2-3

個 月 テ経過 シ、何 レモ實験終 了後剖 見 ニヨ リ、

肺臓 、腎臓 及 ビ脾臓等 二中等度乃至 ノ・輕 度 ノ結

核病 竈 テ謹 明 シタル モノデアル。

「ザィタ ミン」動物 ハ、健常家 兎 ノ中8頭 、結核家

兎 ノ中8頭 、計16頭 テ選 ピ、貧血施 行4日 前 ヨ

リ、實験 終 了前 日二至 ルマ デ、毎 日午後 「スペル

ゾン」液(武 田)4c.c.テ 皮 下 二注 射 シタ。

實験的貧血ノ・、1)血 毒性貧血 トシテノ・、盤酸

「フェニー ル ヒ ドラチ ン」ヲ1%「 エムル ジオ ン」

トシテ禮重prokgO.039皮 下1同 注射 ニ ヨ

リ、2)失 血性貧 血 トシテハ、一一側動脈切断、若

クノ・耳翼静脈穿刺 ニ ヨリ、 何 レモ盟重prokg

15c.c.ノ鴻 血 テ行 ヒ、 同時 二漉 血量 二相 當 スル生

理的食盤水 テ補及 シタ。

自ロチ、貧血前4日 間、午前 室腹時、耳翼 静脈 血

二就 イテ血液 「カ タラー ゼ」値、 血色素量及 ビ赤

血球撒 テ測 定ZF均 シ之 テ以 テ實験 前値 トシ、と

二封 シテ、貧血施 行翌 日 ヨリ、3週 間 二亙 リ、

隔 日同一時刻 二検査 ラ行 ヒ、夫 々上述3者 ノ攣

動 ヲ比 較 シタ。

血液 「カタラー ゼ」ノ測定ハ、大禮 井上氏微量定

量法 ニ ヨリ、「カ タラー ゼ」値 ノ・1000倍 稀 繹血液

1c.c.=sヨ リ分解 サ レル 且202量 テ比較 ノ便宜 上

コ レニ相 當 スルN/50「 マ ンガ ン」酸加里液容量

(cの テ以 テ表示 シタn

赤 血球撒 ノ・、 「トー マ・ツ.イ ス」氏血球計算 器 ニ

ヨ リ、血 色素量 ハ「ミゴ ス」血 色素計 ニ ヨ リ測 定

ス、因 二「ミゴ ス」値 ノ100ノ ・「ザー リー」値80二

該 當 ス。

各係数 ノ・、成績比較 ノ便宜 上下記 ノ如 クシテ算

出 シタ。血色素 「カ タラー ゼ」係撒:

「力孟灘 遁
×…rカ タラー-eゼ」鰍:

赤孟繍 萬)×・… 血色素緻:赤 鵠 熱)

×10

尚 血液 「カ」ノ・、土地 ノ高低、氣候 等 ニ ヨ リ攣動

テ來 スモ ノ ト云ノ・レル(Alexeeff)、 著 者 ノ實験一

ノ・、大 阪市北郊、丘 陵地帯 ノー定場所(病 院研究

室)二 於 テ、夏期 ヨ リ冬期 二亙 リ、施 行 シタル モ

ノナ レドモ、常 二同時 二健 常動物 ノ成績 ト封 比

シタルモ ノナル テ以 テ、土 地 及ビ氣候 ニ ヨル影

響 ノ・直接問題 ト 人ル ニ足 ラズ。 又一部 ノ學者 ハ

ー定 ノ食餌 ガ「カ」値 ノ上 昇;丁來 ス ト述 べ テヰル

ガ、中西 氏、Alexeeff等 ノ・食餌 ニ ヨル影響 テ否

認 シテヰル。著者 ノ、動物 テ雪花菓 及 ビ青菜 ノー

定量 テ以 テ飼育 シ、探血 ハ、毎 日早 朝室腹時 テ

選 ビタルテ以 テ是等食餌 ニヨル影響 モ、之 テ除

外 シ得 ベ シ。

第3章 實験成績

第1節 健常拉 二結核家兎 ノ血液 「カ タラー ぜ」値及 ビ

是等 二封 スル「ヴィタミン」B投與 ノ影響

第1項 健 常家兎血液 「カタラーゼ」値

健常家 兎 ノ血液 「カ」値 二關 シテノ・、越 智、飯塚、

渡邊(卓 ノ、 中西、喜 多及 ビ渡 邊r三)氏 等 ノ検査

ガ アル
o

著者 ガ健 常家兎18頭 二就 イテ 得 タル 成績 ノ・策

1表 ノ如 シ。
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均
大

小

亭
最

最

第1表 健常家兎血液「カ」値

係 倣ア 　
「カタ ラ 血 色 赤血 血 色 素 「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量 球 数 「カ」 一 ゼ」 素

9.31005630,91.71.8

13.81347231.42.42.2

6.3755190.61.01.5

卸 チ「カタラー ゼ」値 ノ・、大 多撒12.O-7.0ノ 間

ニ アリテノ・大膣上述諸家 ノ値 ニー致 スル。

第2項 結核家兎血液 「カタラーゼ」値

實 験 的 二結核感染家 兎二就 キ、 ソノ血液 「カ」・声

検 査 シタ業績 ノ、甚 ダ砂 ク、文献 ニヨ レバ上述 ノ

如 クN・Kotschneffガ 結 核死 菌 一}注射 シテ、

「モル モット」ノ血液 「カ」ハ持績的 ノ減少 一声來 シ

タ ガ、 家 兎二於 テハ、攣 化 子見 ナカ ツタ ト云 ヒ、

仁邦 二於 テ昭和5年(1930)渡 邊 三郎†専士 ガ、家

兎 二就 キ、 生結核菌感染 後血液 「カ」ノ浩 長 テ追

求 観察 シタ成績 ニ ヨ レバ、感染後1週 ニハ ソ ノ

減 少e來 シ、 爾後2-3週 ニノ・檜 加 テ示 シ、大龍

4--5週 二、多 クハ感染前値 二復蹄 シ時 二之 テ凌

駕 ヘルモ ノアリ ト云 フ。

著 者 ハ結核感染後2乃 至3箇 月 テ縄過 セル家 兎

第3表

脚胸
甜

灘

醸

8

Q
σ

健 常(♂)

8.2

8.2

8.3

8.6

8.1

8.6

8.6

8.4

十 〇.2
-0 .3

21頭 二就 イテ、血液 「カ タラー ゼ」値 ・声測定 シ、

第2表a得 タ。

第2表 結核家兎血液「カ」値

係 数

「ヵタラ 血色 赤血 血色素 「カタラ 血色

一ゼ」値 素量 球籔 「カ」 一ゼ」 素

4P均9.01005530.91.71.8

最大12.11336911.42.52.2

最!J、6.4723930.61.41.6

即 チ著者 ノ實験 セル感染程 度及 ビ感染期 開 二於

ケル結核家兎 ノ血液 「カ」値 ノ・、大鷺健常 家兎 ノ

夫 レ ト相等 シク、其他 ノ血 液所 見モ、略 ミ正常

デアル(第1表 参 照)。

第3項 健常鼓 二結核家兎 二於 ケ ル

血液 「カ タラーゼ 値 ノ日差

血液 一カタラー ゼ」値 ・・個罷 ニ ヨリ、甚 グ大 ナ ル

相違 ガアル ガ同一個龍 二於"ル 日々 ノ動揺 ・・輕

微 デ アル ト云 ・・レテヰル。

著者 ノ・健常家兎4頭 及 ビ結核家 兎2頭 計6頭 二

就 イテ、4週 間 二亙 リテ、血液 「力二値'連 緬測

定 シ、 第3表7得 タ。

健常蛇二結核家兎血液「カ」値 ノ日差

健常(舎)健 常(舎)健 常(♀)結 核(♀)

7.4

7.1

7.5

7.5

8.9

7.2

8.2

7.7

8

2

7

8

7

8

6

1

7

8

7

7

8

7

8

8

即 チ著 者 ノ測定 ニ ヨ レバ、

卒均 ±6・4%二 當 リ、 且結 核家 兎二於 テモ、ソノ

静的状態 ノ場合 ハ健常動物 ト同様、比較 的安定

ナル コ トラ知 ツタ、因 ニ コノ値 ノ・中西、喜 多雨氏

(±8.6%)ト 渡 邊 氏(±59/e'〉 トノ中間 二位 スル。

第4項 健 常鼓 二結核 家兎血 液 「カ」値 二

及 ボス 「ヴィタ三ン」B注 射 ノ影 響

健 常家兎5頭 及 ビ結核家 兎5頭 計10頭 二封 シ、

4日 間毎 日1同 「7・ペル ゾン」液4c・c.ラ皮 下 二注

9.1

8.9

9.0

8.5

8.5

8.4

8。1

8.6

7.0

7.0

7。1

7.2

7.3

6.6

7.2

7.0

十1.2十 〇.6
-o .6-0.4

ソ ノ 生 理 的 日 差 ノ・
、

結核(♀)牛 均
6.7

7.2

7.1

7.1

7.2

6.9

6.3

6.9 7.8

±8:1±8:1±8:§ ±・.5(±6.4%)

射 シ、注射後4日 間 ノ血液 「カ」値 ノ李均値 ・-1、

注射前値 ト比較 シ第4及 ビ第5表 テ得 タ。

即 チ健常及 ビ結核家 兎共、大 多撒血液 「カ」値 ノ

増加 テ來 シ、反封 二血色 素量ノ・輕度 ノ減 少 ラ示

ス。赤血球数 ノ攣化 ノ・
、不 定 ナ ルモ亦減 少 ノ傾

向 テ トルモ ノア リ.從 ツテ血 色素 「カ タラー ゼ」

係歎 「カタ ラー ゼ」係数 ノ・概 ネ檜カロシ、血 色素

係撒 二於 イテ僅 カニ減 少 ノ傾 向 テ示 ヘモ ノガ ア

ノレo
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第4表 健 常家 兎血 液 「カ」値 二及 ボ ス「ヴィタ ミン」B注 射 ノ影 響

Nr・ ・2{

N…3儂

Nr・ ・4{覆

Nr・15{覆

鞠{覆

「カタ ラー ゼ」値

潮 耀;:8穫

覆1:1穫

Nr・・4儂

NL・5{覆

N…6{覆

Nr.17儂

M8儂

鞠 儂

12。9

15.1

6.3 壇

7.6

10.8

11.9

9.3

10.3

血色素量
101
96

92
85

107
113

100
97

115
100

104
98

減

減

増

減

減

減

赤血球数

魏 減

含llig

翻 穫

器1培

1乙1減

蝦 穫

血色素「ヵ」

8:1禮
0
1

2
3

6
8

9
2

9
0

1
1

1
1

0
0

0
1

0
1

堆

培

係 籔
ロノ　
「カ タ ラ ー ゼ 」

3
4

0
8

4
9

4
5

8
2

9
0

1
1

2
1

2
2

1
1

1
2

0
1

減

塙

壇

第5表 結 核 家 兎血 液 「カ」値 二及 ボ ス 「ヴィタ ミソ」B注 射 ノ影 響

値

愛

墳

培

塘

塘

増

鳩

不

繭
8
0

1
5

8

1

8
9

7
3

8

0

窯

隻

薮

壕

争

鼠

n

吻 勲

減

種

減

減

穫

減

色

8

1

5
7

2
4

7
3

1
2

5

1

血

9
9

8
8

10
9

9
9

9

9

9

9

素醜
不

Q
ソ
9

噌
ニ
ー

0
6

0
2

2
9

9

8

0
9

2
1

2
2

2

1

1

1

2
1

係 敬
門 一 一 一ヘー一・一一一一一 一

赤血 球 撒 血 色 素 「カ」 「カタ ラー ゼ」

461
497

466
445

507
488

456
440

455
451

469
464

減

減

減

樫

穫

1
2

8
0

0
2

9

1

8
0

9
0

1

1

0
1

1
1

0

1

0
1

0
1

減

増

増

塘

塘

培

3
2

5
9

9
3

9
3

7
1

9
1

2
2

1
1

1
2

1
2

1
2

1
2

減

減

減

減

素

減

増

磯

穫

磯

穫

色血

ユ
3

8
0

0
0

1
1

0
0

0
0

2
1

1
2

2
2

2
2

2
2

2
2

第2節 血 毒性 貧 血 時 二於 ケ7v健 常拉 一結 核家 兎血 液 「ヵ タラー ぜ」値

ノ恢復 ト「ヴィタ ミン」B投 與 ノ影 響

第1項 「フヱニール ヒ ドラチ ン∬謝 ニ

ヨル健 常家 兎二於 ケル墾化

實験例5頭

各例二就 イテ ノ成績 ヲ記述スル ノ煩 ヲ避ケ、 代表的

1例 ノ記載二止メ、 他ハ貧血前値 ノミヲ描ゲ、 貧血

後 ノ培減 ハ百分率 ヲ以テ表 シ之ヲ圖示 スル。(以 下各

項之二準 フごノ

代表第1例:健 常第5號 家兎

係 数
r-一 人一 一 一隔,

血 色 「カタ 血
「カタ ラー 血 色素 赤 血 球 素 ラ ー 色

ゼ」値(%)量(%)倣(%)「 カ」 ゼ」 素

貧 」1∬L甫1∬10。0(100)105(100)579(100)1.01.8.1.8

後1日8.8(87)55(52)●442(76)1.62.01.3

35.1(50)32(30)371(64)1.61.40.9

57.4(73)25(24)210(36)2.93.51.2

7

9

11

13

15

17

19

21

11.0(109/62(59)211(36)1.85.23.0晒

12.8(127)76(72)282(50)1.74.52.7

13.4(133)86(82)334(58)1.64.02.5

17。3(172)89(85)415(72)1.94.22.1

15・7(156)104(99)452(78)1.53 .52.3、

13.5(134)105(100)一 一 一1.3

12.9(124)108(103)一 一1.2

貧血前値:

ゐ　

ワ
け
　り
　

　
り

物

號

膿

二

r

鶴

監

均

動

番

N

N

N

N

N

李

「カタ ラ 血 色 赤 血

一 ゼ」値 素 量 球 婁女

9.778510

9076465

12085520

12088549

100105579

10586525

係 敷　 　
血色素 「カタラ 血色

2

2

4

4

0

2

」

…

●

●

.

カ

ー

1

1

1

1

1

陶 ゼ 」

19

19

23

22

18

20,

素

1.5

1.6

1.6

1.6

1.8

1.6
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動 物

番 號

Nr.1

Nre2

Nr.3

Nr.4

亭 均

「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量

6.4

10.5

9.9

12.1

9.7

貧血後百分率曲線

72

73

99

86

83

赤 血

球 婁女

401

412

492

552

464

係 藪　 　
血色素 「カタラ 血色
「カ 」

0.9

1.4

1.0

1.4

1.2

一 セ野」

1.6

2.5

2.0

2.2

2.1

素

1.8

1。8

2.0

1.6

1。8

貧血後百分率曲線:

圖1第
「フヱニー ル ヒ ドラ チ ソ」注 射 ニ ヨル 健 常 家 兎 二

於 ケル攣 化(百 分 卒)

が聞卵"7935
白
'

農

ガ

ー
3,
%
……

圃2第
「フェニ ール ヒ ドラ チ ソ」注 射 ニ ヨル結 核家 兎 二

於 ケル 攣 化(百 分 率)

陰7}

騨 ■1冨1 、 ■ 響,,
、

貧 、

、

㌃
一 《L

A、

、 、

、 、
、 竃

'、

'
一'

'

、 覧
、,レ ■
イ' 、

一1

'

'A
'、
、

馬

,ノ1
1' 邸75

」A' 、 κ
一

P

纒 八
、甲均

、
駈3

＼

一繭1

欄!
、'

'》 ・ 瀞2

1㌧

、'

P'

"'

一 、'

'孕 均

1∩b》'ノ
》 ノ

'

蔑＼ ん 鞠

配/'
)

一

御

吻

脚

脚

川

脚

30

80

"

60

"

赤
血
療

1
・1

・
%

に
色
葦

1
8
-

20

川

脚

ーo

"

"

　̀

50

初

第3項 「フェ呂一ル ヒ ドラチ ン」注射 ニ ヨル

健常 「ヴィタ三ン」家兎 二於 ケル墾化

實験例5頭

代表第3例:健 常第12號 家 兎='

係 .籔　 　　
血 色 「カ タ 血「

カタ ラー 血 色 素'赤 血 球 素 ラ ー 色

ゼ」値(%)量(%)数(%)「 カ」 ゼ」 素 、

貧 血 前9.7(100)85(100)546(100)1.11.81.6

後1日9.3(96)64(75)419(77)1.42.21.5

3

5

7

10

5.6(58)

.5.8(59)
12.4(128)
14,7(151)

37(44)213(39)1.52.61.8

30(35)166(30)1。93.51.8

52(61)230(42)2.45.42.3

73(86)365(67)2.04.02.0

第2項 「フェニールヒ ドラチ ン」注射=ヨ ル

結核家兎二於ケル墾化

實験例 ↓頭

代表第2例:結 核第2號 家兎

係 数
_ノ ・_
血 色 「カタ 血

「カ タ ラ ー 血 色 素 赤 血 球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)鍛(%)「 カ」 ゼ」 素

貧 血 前10.5(100)73(100)412(100)1.42.51.8

後1日

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

7.3(69)

6.6(63)

6.9(66)

8.5(83)

8.0・76)

8.1(77)

8.2(79)

9.0(86)

8.4(80)

9.3(88)

10.8(103)

58(79)327(79)1.32.21.8
40(55)201(49)1.53.32.0

40(55)267(65)1.72.61.5

50(68)263(64)1.73.22.0
43(59)276(67)1.82.91.5

74(101)364(88)1.12.22.1
70(96)336(82)1.22.42.1

70(96)383(93)1.32.31.8

79(108)-1.1--
75(103)409(99)1.22.31.8

76(104)-1.4

貧血前値:
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41

0
J

FD

7
・

4■

-
⊥

イ
ユ

ー
↓

13.6(140)

16.9(174)

13.3(137)

15.5(159)

貧血前値:

71(84)355(65)1.93.82.0

84(99)483(88)2.03.51.8

85(100)498(91)1.52.71.7

85(100)-1.8

色

量

6

5

3

7

0

8

血

素

9

8

11

9

10

9

ラ
直
タ
¶

⑩

」

ユ

浴

。
9

3

カ

セ

7

9

15

7

11

10

r

[
11

12

13

14

15

均

物

號

・

●

●

●

・

　

じ

　

　

ア

動
番

N

N

N

N

N

干

貧血後百分率曲線:

赤 血

球 敷

502

546

524

502

545

524

係 撒　 　
血 色 素 「カ タ ラ 血 色
「カ」

7
・

1

0
0

只
)
2

0

0

1

1

0

1

1

第3圃

一 ゼ 」

1.4

1.8

2.9

1.5

2.2

2.0

素

1.9

1.6

2.2

1.9

1.8

1,9

「フェニ ー ル ヒ ドラ 千 ソ」注 射 ニ ヨル健 常 「ヴィタ ミ

ソ」家 兎 二於 ケ ル攣 化(百 分 率)

奪前ラ3∫?茎

耗

ノ50

i4e

13e

lze

〃0

'OO

雛ll

ii・・

儂
'eo

30

80

7e

0

9

0`

《
げ

4

'31∫'?132'255

第4項 「フェニール ヒ ドラチ ン」注 射ニ ヨル

結核 「ヴィタ 三ン」家兎 呂於 ケル璽化

實験例5頭

代表第4例:結 核第17號 家 兎 係 数

一
血色 「カタ 血

「ヵタラー 血色素 赤血球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)撒(%)「 カ」 ゼ」 素

貧血前9.9(100)93(100)440(100)1・12・32・1

後1日

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

7.4(75)
7.0(71)

5.9(60)

11.8(119)
11.9(120)

12.8(129)

16.1(163)

11.2(113)
13.4(135)

13.5(136)

10.1(101)

貧血前値:

14

15

16

17

18

均

物

號

.

●

・

.

・

　

　

じ

ヱ

じ

動

番

N

N

N

N

N

亭

60(65)420(95)1.21.81・4

43(46)200(45)1.43。52・2

33(35)203(46)1.82.91.6

57(61)254(58)2.14.32.2

81(87)364(83)1.53.32.2

85(91)410(93)1.53.12.1

82(88)410(93)2.03.92.0

75(81)453(103)1.52.51.7

85(91)

86(92)
93(100)

「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量

11,0

8.5

11.1

9.9

9.3

10.0

貧血後百分率曲線:

-
」

ツ
・
4

0
σ

9
～

1

9

8

9

9

9

9

赤 血

球 数

497

445

488

440

451

464

1.6

1.1

1.0

係 倣　 　
血 色 素 「カタ ラ 血 色
「カ」

第4圖

1.2

1.0

1.2

1.1

1.0

1.1

一 セ.」

2.2

1.9

2.3

2.3

2.1

2.1

素

1.8

2.0

2.0

2.1

2.0

2.0

「フ.一 一 ル ヒ ドラ チ ソ」注 射 ニ ヨル 結 核 「ヴィタ ミ

ン」家 兎 二於 ケ ル墾 化(百 分 倖ミノ
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第3節 失血性貧血時 二於 ケル健常拉 二結核家兎血液

「カ タラー ぜ」値 ノ恢 復 ト「ブィタ ミン」B投 與 ノ影 響

第1項 頸動脈潟血 ニ ヨル

健 常家兎 二於 ケル墾 化

實験例3頭

代表第5例:健 常第8號 家兎

係 籔
一
血色 「カタ 血

「カタラー 血色素 赤血球 素 ラー 色

ゼ」f直(%)量(タo♪ 婁女(%)「 カ」 ゼ」 素

貧血前7.7(100)92(100)569(100)0.81.41.6

後1日

2

3

4

5

7

9

11

13

15

17

19

6.5(84)
5.4(70)

5.9(77)

7.4(96)

6,6(86)
8.2t106/
7.9(102,

9.8(127)

9.0(117)

9.8(127)
8.8(114)
7.7(100)

貧血前値:

ハリ

ツ
コ

　

　

物
號

…

均

じ

ア

じ

動
番

N
N

N

干

63(68)371(65)1.01.81.7

65「71)388(68)0.81.11.7

64(70)402(71)0.91.61.6

74(80)一 一1.0-一 一

54(59)336(59)1.22.01.6

83(90)443(78)0.91.91.9

85(92)531(93)0.91.51.6

85(92)一 一1.1--

95(103)472(83)0.91.92.0

95(103)一 一1.0--

92(100)531(93)0.91.71.7

95(103)一 一一一 〇.8-一

「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量

8.0

11.4

7.7

9.0

75

104

92

90

赤 血

球 数

484

547

569

533

係 数　 　
血色素 「カタラ血色1カ」

1.0

1.1

0.8

1.0

一 ゼ 」 素

1.61.5

2.11.9

1.41.6

1.71.7

第2項 頸動脈濡血ニヨル

結核家兎二於ケル墾化

實験例5頭

代表第6例:結 核第6號 家兎

係 倣
ノ　し 　
血 色 「カタ 血

「カタ ラー 血 色 素 赤 血 球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)籔(%)「 カ」 ゼ」 素

貧 血 前9・1(100)115(100)691(100)0.81.31.7

後1日

2

3

4

5

6.1(67)

6.4(70)

5.7(63)
6.0(66)

5.8(64)

79(60)555(80)0.71.1

92(80)540(78)0.71.2
85(74)582(84)0.61.0

80(70)517(75)0.81.2

87(76)460(67)0.61.3

1.4

1.7

1.5

1.5

1.9

7

9

11

13

15

18

21

%

5.3(58♪79(60)527(72、0.61.01.5

7.3(80)90(78)-0.8-

6.0(66)83(72)541(78)0.71.11.5

--86(75)588(85ノ ー-1 .5

8。6(95/93(81)一 一一 〇.9

9.2(101)102(89)一 一一 〇.8

9.9(109)110(96)668(97)0.91.51.9

9.2(101)117(102)708(103)0.71.51.7

貧血前値:

ほリ

ハリ

　
コ
　

　

物

號

L

L

浩

二

浩

均

動

番

N

N

N

N

N

李

「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量

7.0104

9.1115

8.1101

9.4113

7.8105

8.3108

赤 血

球 数

658

691

604

628

652

647

係 鍛一 一
血色素 「カタラ血色
「カ」

0.6

0.8

0.8

0.8

0.7

0.7

一 セ㌣」

1.1

1.3

1.3

1.5

1.2

1.3

6

7

7

8

6

7

素

1

1

1

1

1

1

貧血後百分率曲線:

第5圃

頸動脈潟血ニヨル健常家兎二於ケル攣化(百 分 多旬
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貧血後百分率曲線:

第6圖

頸動脈潟血ニヨル結核家兎二於ケル攣化(百 分奉)

第3項 頸動脈濡血 ニヨル健 常 「ヴtタ

三ン」家兎 二於 ケル墾化

實験例1頭

第7例:健 常第16號 家兎

係 数一

血色 「カタ 血
「カタラー 血色素 赤血球 素 ラー色

ゼ」値(%)量(%)数(%)「 カ」 ゼ」 素

貧血前7.0(100)98(100)660(100)0.71.11.5

後1日5.2(74)77(79)487(74)0.61.11.6
2

3

4

5

7

9

11

13

15

17

19

21

5.3(76)71(72)451(68)0.61.21.7

5.0(71)62(63)444(67)0.81.11.9

4.5(64)64(65)426(65)0.71.11.8

5.9(84)69(70)439(67)0.81.31.8

9.7(139)82、(84)496(75)1.12.02.0

9.1(130)90(92)614(93)1.01.51.8

9.0(129)90(92)577(87)1.01.61.8

8.1(116)85(87)580(88)0.91.41.9

9.3(133)109(111)694(105)0.81.31.9

7.3(104)109(111)755(114)0.61.01.7

8.3(119)114(116)834(126)0.71.01.9

貧血後百分率曲線:

第4項 頸動脈濡血ニヨル結核「ヴtタ

三ン」家兎呂於ケル墾化

第7圖

頸動脈潟血ニヨル健常「ヴィタミソ」家兎二

於 ケル墾化(百 分奉)
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第8例:結 核 第19號 家 兎

係 数一

血 色 「カタ 血
「カタ ラー 血 色 素 赤 血 球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)数(%)「 カJゼ 」 素

貧 血 前8.7(100)111(100)608(100)0.71.41.8

後1日5.8(67)65(59)417(69)0.81.41.6

2

3

4

5

7

9

11

13

15

17

19

21

5.3(61)57(51)330(54)0.91.61.7

5.1(59)64(58)341(56)0.71.51.9

4.9(56)61(54)335(55)0.81.51.8
5.9(68)63(57)354(58)0.91.11.8

7.6(87)78(70)384(63)0.92.02.0

8.4(97)83(75)462(76)1.01.81.8
8.0(92)84(76)472(78)0.91.71.8

7.5(86)97(87)498(82)0.71.51.9

8.3(95)103(93)531(87)0.81.61.9

7,3(84)90(81)527(87)0.81.41.7

8.2(94)96(86)512(84)0.81.61.9

貧血後百分率曲線:

第5項'耳 静脈濡血ニヨル健常家兎=

於ケル墾化

實験例2頭
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9第8圖

頸動脈潟血ニヨル結核「ヴィタミソ」家兎二

於ケノレ愛化(百 分率)
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代 表第9例:健 常 第10號 家 兎

係 倣一

血 色 「カタ 血
「カタ ラー 血 色 素 赤血 球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)数(%)「 カ」 ゼ」 素

貧 血 前8.4(100)100(100)492(100)0・81・72・0

後1日6.2(74)60(60)329(67)1.01.91.8

2

3

4

5

7

9

11

14

20

6,4(76)68(68)390(79)0。91。61.7

7.3(87)59(59)347(71)1.22.11.7

8.9(106)85(85)382(78)1.02.32.2

9.8(117)82(82)402(82)1.12.42。0

9.1(108)94(94)438(89)0.92.12.1

11.5(137)98(98)423(86)1.12.72.3

11.5(137)98(98)506(103)1.12.32.0

10.6(126)100(100)502(102)1.02.12.0

11.1(132)105(105)495(]01)1.02.22.1

貧血前値:

9

10

均

物
號

鵬

臨

動
番

N

N

卒

「カタ ラ 血 色 赤 血

一 ゼ」値 素 量 球 敷

8.188492

8.4100519

8.394506

貧血後百分卒曲線:第IX圖

係 藪　 　
血色素 」カタラ 血色
「カ」

0.9

0.8

0。9

一一セy」

1.6

1.7

1.7

素

1.7

2.0

1.9

第9圏

耳静脈潟血 ニヨル健常家兎二於ケル髪化(百 分率)
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第6項 耳静服濡血 ニヨル

結核家兎 二於 ケル墾 化

實験例4頭
'代表第10例:結 核第11號 家兎

係 数
一
血色 「ヵタ 血

「カタラー 血色素 赤血球 素 ラー 色

ゼ」値(%)量(%)激(%)「 カ」 ゼ」 素

貧血前9.1(100)90(100)472(100)1.01.91.9

後1日6.3(69)60(67)361(76)1.51.71.7

2

3

4

5

7

9

11

13

15

18

20

7.1(78)
7.8(86)

8.9(98)

7.0(77)
8.7(96)

8.7(96)
10.7(118)

8.9(98)

10.1(111)
9.7(107)

11.7(129)

貧血前値:

動物
番號

Nr.10

65(72)377(80)1.01.91.7

70(78)376(80)1.12.11.9

65(72)386(82)1.32.31.7

65(72)340(72)1.02.11.9

68(●76)356(75)1.22.41.9

71(79)393(83)1.22.21.8

80(89)407(86)1.32.62.0

83(92)502(106)1.01.81.7

89(99)422(89)1.12.42.1

85(94)437(93)1。12.21。9

87(97)418(89)1.32.62.1

「カタ ラ 血 色

一 ゼ」値 素 量

11.985

色

β
　　…

血
数

78

赤
球

4
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Nr.119.190

Nr.126.372

Nr.138.9104

卒 均9.188

貧 血 後 百 分 奉 曲 線:

第

4721.01.91.9

3930.91.61.8澄

5200.81.72.0

4661.01.91.9

10圖

耳静脈潟血 ニヨル結核家兎二於ケル攣化(百 分卒)
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1第7項 耳静 脈濡血 ニヨル健 常 「ヴィタ

三ン」家兎 二於ケ ル攣化.

實験例2頭

代表第11例:健 常第18號 家兎 係 激

　 ひ　
血 色 「カタ 血

「カタ ラー 血 色 素 赤 血 球 素 ラー 色

t"」値(%)量(%)Mx'(%)「 カ」 ゼ1素

貧 血 前9.2(100)97(100)492(100)0.91.92.0

後1日5.2(57)48(49)319(65)1・11・61・2

24.9(53)42(45)215(44)1.12・32・0

35.3(58)39(40)218(44)1,32.41.3

47.0(76)43(44)272(59)1.62.61.6

58.0(87)45(60)269(55)1.73.01.7

710.0(109)59(61)305(62)1.73.31.9

912.1(132)80(82)381(77)1.53.22.1

1111.4(124)92(95)439(89)1.22.62.1

1315.9(173)105(108)494(100)1.53.22.1

1513.6(148)95(98)544(111)1.42.51.7

1812。8(139)101(104)445(90)1.32.92.3

2414.5(158)110(113)490(99)1.33.02.2

貧血前値:

動 物 「カタ ラ 血 色 赤血

番 號 一 ゼ」値 素 量 球 婁交

Nr.1713.3130584

Nr.189.297492

亭 均11.3114538

係 数一 一
血色素 「カタラ 血色
「カ 」 一 ゼ 」

1.02.3

0.91.9

1.02.1

貧血後百分率曲線:

第11圖

耳静脈潟血ニヨル健常「ヴィタ ミン」家兎二

於 ケル攣化(百 分卒)
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第8項 耳静脈濡血ニヨル結核「ヴtタ

三ン」家兎二於ケル攣化

實験例2頭

代表第12例:結 核第20號 家兎
係 数
　 　 へ
血 色 「カタ 血「

カタ ラー 血 色 素 赤血 球 素 ラー 色
ゼ」f直(タo)ナ 詮(%)婁 生(%)「 カ」 ゼ」 素

貧 血 前9.0(100)112(100)649(100)0.81.41.7

1.5後1日5.3(59)70(63)466(72)0.71.1

2'6.9(77)一 一444(68)-1.6

38.1(90)72(64)416(64)1.11.9

410.9(121)87(78)483(75)1.22 .3

611.5(128)93(83)520(80)1.22.2

813.1(146)95(85)一 一1.3-

1012.9(143)105(94)573(88)1.22.3

1.7

1.8

1.8

1.8
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1213.3(148)116(104)632(97)1.12.11.8

1411.9(132)100(89)570(88)1.22.11.8

1711.9(132)120(107)568(87ノ}0.92.12.1

1910。5(117)113(101)593(91)0.91.81.9

2410.8(120)105(94)564(87)1.01.91.9

脅 血 前 値:

20

21

均

勿

セ
几

ホ

み

コ

　

ア

ア

動
番

N

N

李

「カ タ ラ 血 色

一 ゼ 」値 素 量

9.0112

10.5114

9.8113

赤血

球 数

649

542

596

係 数
ノ　　　　 　
血色素 「カタラ 血色
「カ 」 一 セr」

0.81.4

0.91.9

0.91.7

第4章 総括虻二考按

7

1

9

素

1

2

1

實験的 二家 兎 ノ人工的貧血時 二於 ケル血液 「カ」

ノ清長 テ検査 シタモ ノニ越智躬澄氏 伏 正10年
、

19211、 馬 島頑人氏(昭 和3年 、1928)、 瀧 本庄藏、

久保茂雄氏(昭 和5年 、19301等 ガ アル。

即 チ越 智氏ノ、「フェニール ヒ ドラチ ン」注射蛇 二

頸 動脈 蕩血時共血液 「カ」ノ・、貧血 ノ進行期 ニノ・、

血色素量及 ビ赤血球撒 ト共 二減 少 テ示 ヘガ、恢

復期 ニノ・、後2者 ヨ リモ速 カニ貧血前 二達 シ、

更 二143%及 ビ127%ノ 増 加 テ経 テ復蹄 スル コ

トテ認 メ、馬 島氏 モ、撒種 ノ血毒性貧血/「 ク リ

オゲニ ン」、 「マ レチ ン」、臨酸 「フェニ・一ル ヒ ドラ

チ ン」注射ノニ於 テ、血液 「カ」ノ同様 ナル憂化 テ

認 メテヰル。又瀧本、久保氏等 ハ血毒性及 ビ失

血 性貧血共恢 復期 二於 ケル血液 「カ」ノ檜 加 ガ、

血 色素量及 ビ赤血球撒 二比較 シテ、遙 カニ速 ヵ

二且高度 ナル コ ト
、又失 血性貧血家 兎 二還元鐵

テ與 ヘ テ、赤血球数及 ビ血色 素量 二檜加 テ見ル

ニ拘 ラズ「カタ ラー ゼ」ノ檜量 ノ之 二件 ノ・ザル事

實等 テ認 メ、前2者 ト共 二「カ タラー ゼ」ガ、血

液成分 ト必ズ シモ拉 行 セズ、濁 自 ノ態度 斗 トル

故 二血液 「カ」二特 殊 ノ意義 ノ存 スル ゴ トテ認 メ

テヰル。

是等 二封 シ、野崎 美稔、 矢 崎光子氏等(昭 和4

年 ・1929)'Ns同 ジ ク實験的貧血時 二於 ケル血液

「カ」ト網状赤血球 トノ關係 テ調 べ
、 「フェニール

ヒ ドラチ ン」貧 血及 ビ潟血 貧血共
、貧血 ノ程度輕

微 ニ シテ恢復可能 ノ際 ニノ・、血液 「カ」ト網状赤

貧血後百分奉曲線:

第12圖

耳静脈潟血ニヨル結核「ヴィタ ミン」家兎二

於ケル墾化(百 分率,
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血球 トガ卒行 シテ檜加 上昇 テ示 シ、貧血高度 ノ

タメ造血機能障碍 ノ強 キ場合 ニノ・
、 雨者共増加

ノ傾 向 ナク終 二貧血死 テ來 スガ如 キ際 ニノ・
、却

ツテ ソノ減少 テ認 メ、血液 「カ」ガ造 血臓 器 ノ機

能歌態 テ トスルー標徴 デ アル ト云 ツテヰル。

又Bachu・Korpassy(1931)ノ ・實験 的貧血(「 フェー

ニー ル ヒ ドラチ ン」注射及 ビ潟血)家 兎 二於 テ
、

血液 「カ」ト赤血球 「グル タチオ ン」トガ、相共 二

檜加 スル事實 ニ ョリ、 「ヵ」ノ増加 ノ・赤血球 ノ呼

吸作用 ノ充進 テ示 スモ ノデアル トシテヰル
。

更 二臨鉢的 二各種 貧血患者 二就 イテ血液 「カ」テ

測定 シタ諸家 ノ成績(中 西氏大正10年
、1921、

E・Bachu・E・Bach1931/テ 綜 合 スル ニ
、同

ジク貧血 ノ状態 卜難 モ結核
、癌 腫等 ノ如 キ悪液.

質 性 ノ貧血及 唾 篤 ナノ倒 鉄 血性貧血 ニノ・
、

「カ」値 ノ上昇 テ來 サズ
、悪性貧血患 者 二於 テへ

毎常 「カ」値及 ビ「カ」係数 ノ檜加 ヲ示 シ、然 シテ

病歌 ノ輕 快 ト共 ら ソノ低減 テ來 ス ト云 フ
。
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借、著 者 ノ實験 成績 二就 イテ先 ヅ「フェニー ル ビ ヲー括 ス レバ次 ノ如 クナル。

ドラチ ン」注射 ニヨル、血液及 ビ血液 「カ」ノ攣化 即 チ健 常家 兎 ノ血液所 見 ラ見ル ニ、赤血球及 ビ

1.「 フェニールヒドラチン」貧血(第1、2圖 参照)

赤血 球{雛

血 色 素{雛

血液「カ」{雛

%

%

%

%

%

%

4

0

3

6

0

5

血

4

5

5

5

6

6

て低

日

日

日

日

日

日

最

5

3

3

5

3

5

第

第

第

第

第

第

前値到達

第13日
第15日

第10日
第13日

第6日

血 色素 ノ・注射翌 日ヨ リ減 少 シ、 第5日 及 ビ第3

日二夫 々最低値 二陥 リ、 其後 急 二増 加 シテ赤血

球 ノ・第13日 、血 色素 ・・智B之 ヨリ早 ク(第10日)

貧 血前値 二到達 シ、後 者 ノミ更 二梢 く増 量 シテ

第21-25日 二原値 二復蹄 入ル。 著者 ノ場合、血

色素量 ノ恢復 ノ・比較的旺盛 ニ シテ赤血球 二先 ン

ジテ原値 二戻 リ、更 二稚R著 明 ナルー過 性 ノ檜

量 テ以 テ反慮 スル ノテ見 タガ、 雨者即 チ赤血球

及 ビ血 色素 ノ貧血後 二於 ケル憂 化ノ・大禮 諸家 ノ

血 毒性 貧血試 験成績 ニー致 スル。結 核家兎 ノ場

合 ノ・赤血球 ノ・第3日 、血 色素ノ・第5日 、夫 々最

低値 トナ リ、其後健常動物 同様 速 カニ檜加 シ,

赤 血球 ノ・第15日 、血色素 ノ・梢{早 ク(第13日)

何 レモ貧血前値 二到 著 シ、後者 ノ・輕度乍 ラ叉健

常動物 ノ如 ク檜加 テ示 シテ後 復蹄 スル。即 チ結

核家 兎血液 ノ・「フェニール ヒ ドラチン」一 封 スル

貧 血進行期 ノ減 少 ノ程 度 ガ健常動物 二比 シ梢 亙

輕微 ナル ニ拘 ラズ、恢 復 ノ少 シク遅 レル傾 向 テ

認 メル。然 シソノ核i復 ノ様式 ノ・、健 常動物 ノ場

合 ト全 ク同… ニ シテ、血色 素ノ・赤血球 二先 ンジ

テヨ ク恢 復 シ更 ニー過性 ノ檜量 テ來 ス。

然 ル ニコ ノ際血液 「カ」ノミノ・、健常動物 ト結核

.動物 トノ間 二於 テ、甚 シキ相違 ラ來 スコ トテ知

赤血球{雛

血色素{雛

血液「カ」{雛

fi.

最 低 値

第1日60%

第5日64%

第1日66%

第1日64%

第2日62%

第3日61%

ノレo

上 昇 、 最 高 値

第21日118%

第17日107%

第13日140%

復蹄所要日倣

第21-25圓

第21日

ag21-一一25日

第21日

即 チ健 常動物 血液 「カ」ハ第3日 最低値(60%〉 二

陥 リ、其後極 メテ迅速著 明 二檜加 シ、既 二第6

日 ニノ・、貧血前値 二戻 リ、更 二之 テ越 エテ上昇、

李均 第13日 ニノ・實 二最高140%二 達 シ、其後動

樒 テ示 シツ ・比較的速 カニ原値 二復蹄 スル。 即

チ ソノ態度 ノ・、諸家 ノ實験成績 ト全 ク相一致 ス

ル。 然 ルニ結核罹患家 兎 ノ血液 「ヵ」ノ・、貧血進

行期 ニノ・血色 素 ト共 二第5日 最低値 ソノ65%二

至 ルガ、其後 ノ・全 ク之 ト別個 二経過 シ、ソ ノ恢 復

ノ・一般 二極 メテ緩慢不 活議 ニ シテ、永 ク低値 二

留 リ、實験終 了 日辛 ウ ジテ原値 二復蹄 スル モ ノ

或 ハ何等復錦 ノ傾 向 テ有 セザルモ ノ等 がアル。

今 コノ關係 テ血 色素 「カタ ラー ゼ」係敷 及 ビ 「カ

タラー ぜ」係数 ノ攣化 二就 イテ見 ルニ、健 常動物

二於 テノ・貧血 ノ全経過 チ通 ジ雨係撒 ノ檜加 テ來

シ、殊 二「カ」係数 ハ貧血前 ノ2.5-3.0倍 トナル

モ ノアル ニ反 シ、結 核動物 ハ恢復 ノ初期 二暫 ク

梢 」曾加 ノ傾 向 テ示 スモ、恢復後期 ニノ・遙 カニ

健常 ノ場 合 二及 バ ズ、血色素 「カ」係数 ニテ貧 血

前 ヨ リ減 少 スル モ ノテ見 ル。

第 ニ ニ失 血性貧血 トシテ頸動脈 ヨ リ濡血 テ行 ヒ

タル成績 テー括 ス レバ次 ノ如 クナル。

頸動脈潟血貧血(第5、6圖 参照)

前値到達

第9日

第11日

第6日
第12日

上 昇 、最 高 値

第13-19日109%

第17日120%

第21日115%

復蹄所要日倣

第19日

第21日

第19日

第24日

・卸 チ健常家兎血液ノ・赤血球及ビ血色素共第1日 球ノ・第9日 、血色素ノ・第11日 、夫々貧血前値 ニ

ニ最低値二至 リ、其後直チニ恢復 二向 ヒ、赤血 復蹄 シ、後者 ハ更 二輕度 ノ壇量 ラ來 ス。血液「カ」
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ノ・貧血 ノ進行期 上ノ・赤血球及 ビ血色素 ト拉行 シ

テ速 カニ減少 シ、恢復期 二於 テノ・雨者 二先行 シ

テ第6日 既 二貧血前値 二戻 リ、更 二稻 く著明 ナ

ル上昇 ノ後原値 二復錦 スル。是等 ノ所 見ノ・上述

諸 家鴻血貧血試験成績 トヨクー致 入ル。而 シテ

コノ場合 ノ血液 「カ」ノ態度 一チ「フェニール ヒ ドラ

チ ン」貧血時 二比較 ス レバ 大髄 同様 ノ経過 テ辿

ルモ、恢復期 二於 ケル」曾加 ノ・後者 ヨリー一般 二緩

慢 一 シテ且梢{輕 度 デアル。從 ツテ血色 素「カ」

係微、 「カ」係撒 二著 シキ檜加 テ認 メナ ィ。

之 二封 シテ結核家 兎 ノ頸動脈鴻血液 ノ血液 所見

ノ・血 色素 ノ・第1日 、赤血球 ハ第5日 、 九々最低

値 二達 シ、其後 ノ恢復 ハ健 常動物 二比 較 シテ、

皿.

赤 血球{雛

血 色 素{雛

血液「カ」{雛

%

%

%

%

%

%

直

餌

69

55

62

67

70

低

日

日

日

日

日
日

最

1

2

1

1

1

1

第

第

第

第

第

第

一般 二極 メテ緩 慢 一 シテ、赤血球 及 ビ血色素 ノ・

共 二第19乃 至21日 二至 リ、貧血前値 二戻 ル。

血液 「カ」ノ・蕩血後 第3日 最低値 二達 シ、其後 ノ

恢復 ノ・甚 ダ緩 慢遷延 シZF均 第12日 二、貧血前値

二戻 リ、其後健常動物 ノ如 ク暫 ク輕度 ノ動揺 テ

経 テ復錦 スル。即 チコノ場合血液 「カ」へ 赤血

球及 ビ血色素 二先 ンジテ恢復 テ示 ス ト錐 モ、健

常動物 ノ場合 二比較 スレバ ソノ壇加 ノ・遙 ヵ二遅

延 ス。而 シテ血色素 「カ」係撒拉 二「カ」係 激 二於

ケル憂化 モ著明 ナ ラズ。

第三 二耳静脈 ヨリ同量 ノ潟血 テ行 ヒタル場合 ノ

成績 デ ー括 ス レバ次 ノ如 クナル。

即 チ健常動 物 血液 ノ・赤血球及 ビ血色 素ハ共 二第

耳静脈潟血貧血(第9、10圖 参 照)

燵

日
日

日
日

日
日

灘

11
11

8
12

5
6

削

第
第

第
第

第
第

1日 最 低値 二達 シ、其後赤血球ハ第11日 、血 色

素 ノ・梢 く之 二先 ンジテ第8日 貧血前値 二戻 リ、

後者 ノ・更 二梢 ヒ輕度 ノ上昇 ラ來 ス。即 チ貧血 ノ

程 度及 ビソノ後 ノ憂化 ノ・頸動脈潟 血動物 ノ場合

ト相等 シイ。結核家 兎 二於 テモ赤血球 ハ第2日 、

血色素 ノ・第1日 最低値 二陥 リ、其後雨者共比較

的速 カニ檜加 シ、一般 二血液 ノ恢復歌態ノ・健常

動 物 トノ間 二甚 シキ差 テ見ナ ィ。

之 二封 シテ血液 「カ」ノ關係 ザ見ル ニ、健常動物

二於 テノ・第1日 最低値 二達 シ其後 ノ恢復 ノ・極 メ

テ活護 ニ シテ、 第5日 一ハ貧血前値 二到達 シ更

二之 テ越 エテ 卒均 第15日 ニノ・最高135%二 昇

リ後 下降 テ示 ス。其状態 ノ・又頸動脈漉血 ノ場合

ト全 ク同様 ニ シテ、 ソノ恢復後期 ノ壇加 ノ・梢 く

之 二優 ル。而 シテ結核動物 二於 テノ・第1日 最低

値 二陥 リ、其後 ノ恢復 ノ・極 メテ旺盛 ニ シテ第6

日貧血前値 テ突破 シ更 二徐 々二上 昇 シ、第21日

ニノ・最高150%二 達 シ後下降 テ示 ス。 即 チ耳静

脈漉血結核家 兎 二於 ケル血液 「カ」ノ恢復 ノ・健常

動 物 ノ場 合 二比 シテ劣 ラズ、 ソノ恢復期 二於 ケ

上 昇、 最 高 値 復蹄 所 要 日徽

第13-21日108%

第19日110%

第21日105%

第15日135%

第21日150%

ル「カ」値 ノ上昇ノ・梢 ≧緩 徐 ナルモ、 ソノ程 度 一

於 テ寧 ロ健常 ラ凌駕 スル。

之 テ雨動物 ノ血色素 「カ」係数、 「カ」係撒 二就 イ

テ見ル 汽 何 レモ ソノ壇加 ラ認 メ、殊 二「カ」係

数 ノ檜 加ハ著明 ニ シテ、健常、結核動物共何 レ

モ貧 血前 ノ1.5倍 二檜加 ス。

以上線括 スルニ、a)健 常動物 二於 ケル貧血恢

復機能 ノ・常 二極 メテ旺盛活巖 ニ シテ、血 毒性貧

血拉 二失血性貧血 ノ場合共 ソノ攣動 ノ・大 禮 同一

ノ経 過 テ辿 ル。即 チ赤血球及 ビ血 色素 ノ・一度減

少 ノ後直 チニ恢復 二向 ヒ、 間 モナ ク赤血球 ノ・原

数 二戻 リ、 血色素 ノ・屡 ≧之 二先 ンジ更 二術一程

度 ノ檜加 テ示 シテ後、復蹄 ヘル。尤 モ コ ノ際 雨

貧血ノ・性質 テ異 ニスル タメ、 ソノ血色素係数 二

於 テ血毒性 ノ場合 ニノ・著 明 ナル増加 テ來 スガ失

血 性貧血 ノ場合 ニノ・顯著 デナ ィ。而 シテ健常動

物 二於 テハ頸動脈 ヨ リ鴻血 スルモ耳静脈 ヨ リ潟

血 スルモ、血液恢復歌態 二特 二差異 アル ザ認 メ

ナ ィ。

b)醗 ツテ結核動物 ノ雨種 貧血 二封 スル血液恢
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復状態 テ見ルニ、血毒性貧血時及 ビ耳静脈潟血

時共 ソノ恢復ノ・健常動物 二比較 スレバ、梢 ≧逞

延 スルガ輕度乍 ラ爾 ヨク恢復晩期 ノ檜加 テ以テ

活巖二反慮 スル。然 ルニ頸動脈潟血動物 二於 テ

ノミ血液像 ノ恢復ノ・甚ダ緩慢ニ シテ、赤血球ハ

第19日 、血色素ハ漸 ク實験終了日`第21日)一

至 リ原値二復蹄 スル ノ状態デアル。即 チ等 シク

失血性貧血ニ シテ、鴻血量ノ・同一ナルニ拘 ラズ

結核罹患動物 ノ場合ニノ・、頸動脈切断 ト耳静脈

穿刺 トニヨリテ個罷 ノ蒙ル影響ノ・同一ナ ラズ、

從 ツテ爾後 ノ造血機能 ノ恢復状態 テ異 ニスルモ

ノト考ヘル。

c)借 、是等 二封 シ血液「ヵ」ノ貧血時二於 ケル

慶化 テ絡括観察 スルニ、健常、結核動物共、貧

血 ノ進行期 二於テノ・大艦血色素 ト同時二且同程

度 ノ減少テ示 シテ最低値 二到達 スルガ、其後 ノ

恢復状態ノ・血液成分 トノ・別個 二経過 シ而モ健常

動物 ト結核動物 トノ間二著 シク相違スル。

帥チ健常動物 二於テノ・、貧血 ノ恢復初期 ヨリ急

激 二檜加 シ赤血球及 ビ血色素 ト離 レ速 カニ貧血

前値 二戻 リ更二之 テ越 工列曾張テ示 ス。從 ツテ

血色素「ヵ」係撒、就中「カ」係数二於 イテ著明ナ

ル檜加 テ來 ス。是等 ノ關係ノ・血毒性及 ビ失血性

貧血共大膿同一 デアル。

結核動物二於 ケル血液「カ」ノ恢復状態ノ・貧血 ノ

種類 ニヨリテ相等 シカラズ。即 チ耳静脈 陞漉血

時ノ・血液「カ」ノ反鷹ノ・甚ダ活霰ニ シテ、殆 ンド

健常動物 ト同様 二、速 カニ貧血前二到達 シ、其

後徐々二上昇 シ、晩期ニノ・寧 ロ健常動物以上 ノ

壇張ラ來 スガ、他方、頸動脈潟血 ノ場合ノ・素 ヨ

リ、血毒性貧血 ノ場合二於 テモソノ恢復歌態ハ

極 メテ不良ニ シテ、永 ク低値二留 リ貧血前ヘ ノ

到達ハ甚 グ シ久 遷延 シ、且恢復晩期 ノ上昇ハ

極 メテ輕微 デアルカ全 ク鋏如 スル。從 ツテ「カ」

係撒及 ビ血色素「カ」係撒 ノ上昇ノ・著明ナラズー

部 ニソノ低下 テモ認 メル。

術 コノ際結核動物 「フェニールヒドラチン」注射

例4例 及 ビ同頸動脈鴻血例5例 中夫 々1例 二血

液 「カ」ノ恢復 ノ極 メテ旺盛ナルモノガアリ・斯

ル異常 二恢復速 カナ リシ1例 ノ貧血前値 ハ特 二

低値 ノモ ノデアツタコ ト等 ハ注 目二値 スル事實

ア ア ルo

即 チ襲 二第2表 二示 セル如 ク静 的状 態 二於 ケル

結 核罹患動物 ノ血 液 「カ」値 ノ・健 常動物 二比較 シ

テ必 ズ シモ低 下 テ來 シ居 ラザル ニ拘 ラズ、一度

之 テ貧血 ナル異 常歌態螢起 ラ以 テ動的状態 二置

ク時 ニノ・ソ ノ反 癒 ノ・健常 トノ間 二甚 シキ懸隔 テ

示顯 シ來 ル。 即 チー般 ニ ソノ恢 復 ノ・甚 シク不良

トナ リ、 一部 ニノ、寧 ロ反 ツテ梢 ≧健常 二優 ル モ

ノ ノアル コ トテ知 ル。

是等 ノ・即 チ「ヵタ ラj"一"'ぜJ能力 二就 イテモ、結核

罹患個禮 ニノ・渡 邊、松村雨氏 ノ謹 明 セル如 ク所

謂潜在性攣調 ノ事實 ノ存 スル コ トテ裏 書 キ セル

モ ノ ト云 フコ トガ出來 ル。

而 シテコ ノ際斯 ノ如 キ血液 「カ」ノ恢 復機能 ノ強

弱 ノ・直接造血臓 器 ノ機能恢復 トノ・關係 ナキモ ノ

ノ如 ク、 即 チ貧血 ノ種類或 ハ ソノ程度如何 ニ ヨ

ル ヨ リモ、寧 ロ全個膿 ガ貧血 的操作 ニ ヨリテ蒙

リタルー般 的侵害 ノ張 サニ左右 セ ラルルモ ノノ

如 クデアル。

次 二「カ タラー ゼ」ト「ヴィタ ミンJBト ノ關係 二

就 イテ・ノ・夙 二論 ゼ ラレ、Dutscher(1918)ノ ・實験

的鳩 白米病 二臓 器 「ヵタ ラー ゼ」ノ減 少 テ認 メ、

之 二 「ヴィタ ミン」Bラ 附加 シ"、 血液 蛇 二 臓器

「カ タラー ゼ」ノ急激 二j曾加 スル コ トラ謹明 シ、

高 山四郎 氏(大 正13年 、1924)ノ ・各種 「ヴィタ ミ

ン」B訣 乏動物(鳩 、家鶏 、犬、白鼠等)二 於 テ血液

「カ」及 ビ血色素 「カ」係数 ガ、著 明 ナル減少 テ來

シ、 又脚 氣患者 二於 テモ血液 「カ」ハ、一般 二低

値 ナルモ ノガ多 ク、且是等動物及 ビ患者 二「ヴォ

タ ミン」B(ロ ー オリザニ ン」)テ與 ヘテ病状 ノ輕

快 スルニ從 ヒテ「カ タラー ゼ」ノ増 張 スル事實 テ

謹 明 シテヰル。又Jusatz(1932)ニ ヨ レバ「ヴAタ

こン」B(乾 燥酵母)ノ、「ヴィタ ミン」Dノ 過剰投 與

ニ ヨツテ現 レル毒作用 テ抑座 シ、低下 セ ン トス

ル血液 「カ」作用 ノヨク高位 二保 チ得 ル コ トテ詮

明 シテヰル。

税 近 「ヴィタ ミン」ノ研究 ハ目醒 マ シキ 進歩 テ 途
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ゲ、各種 「ヴィタ ミン」ノ化學 的組成 ガ明 カニセ ラ

レ、且 「ヴィタ ミン」ガ輩 ナル鋏 損=補填 的作 用以外

二生理 的一般作用 テ有 スルコ トモ漸 ク間明 セ ラ

レル ニ至 ツタn就 中「ヴfタ ミン」Bガ 、生禮酸 化

機轄 二密 後 ナル關係 テ有 スル コ トノ・各方面 ノ検

査 ニヨツテ今 ヤ明確 ナル事實 トナ ツタ.

即 チー一方ニノ・、生物學的 二脚氣患者拉 二實験的

「ヴィタ ミン」B鋏 乏症 二酸化機能 ノ障碍 ガ 存在

シ、「ヴィタ ミンJB投 與 ガ之 テ旺盛 ナ ラ シムル事

實 、他 方 ニノ、純 化學的 二「ヴィタ ミン」B,ガ 糖 質

代謝 、即 チ焦 性葡萄酸及 ビ孚L酸 ノ分解 二必要 ナ

ル酵補 素若 クノ・酵 素 ノ作 用基 ヲナ シ
、B2ガ 、カ

ノ「フラビン」酵 素成 分 ノー部 テナス事實等 ガ諦

明 セ ラ レテヰル(K.Lohmann).例 ヘ バ「フ ラビ

ン」酵 素ノ・「ピリヂ ン」酵 素 ノ介在 ニ ヨリ水素 テ

トリテ「ロ イコフ ラビ ン」酵素 トナ リ、 コノモ ノ

ハ分子 的酸素 ノ存在 二於 テ容 易二水素 チ失 ツテ

元 ノ「フ うビ ン」酵 素 トナ リ、 酸素 ノ方 ノ・水素 テ

1.

赤血 球{雛¥:

血 色 素{雛¥:

血液「カ」{雛¥:

トツテ 且202テ 生 ズル ト云 ノ・レル。既述 セ ・レ如

クコノ過酸化水 素 子分 解 スルモ ノガ 「カ タ ラー

ゼ」デァル。斯 ノ如 ク シテ「カ タラー 均 ト「ヴィタ

ミン」Bト ガー般 一;一一・一生骨豊ノ酸化機轄 テ 中心 トシ

テ緊密 ナル關係 テ有 スル コ トガ号ヘ ラレル。

借、著者 ガ家兎10頭 二夫 々4日 間 「ヴィタ ミンー

B複 合農(「 スペル ゾン」4c.c・)ヲ注射 シタル結果

テ見 ルr.、 「カ」値 ノ増 加 セルモ ノノ・健常動物5

頭 中3例 、結核動物5頭 中4例 、其 他 ノ・不愛 一

シテ、李均値 二於 テ健常11%、 結 核14%ノ 檜 加
　

テ示 シタ。之 卜反封 二血色素 量二於 テ屡 く輕度

ノ減少傾 向 テ認 メ、從 ツテ概 ネ血色 素 「カ」係数

及 ビ「カ」係撒 ノ・上昇 テ示 シ、血色素係数 ノ鞘 丸

減少 ス ルモ ノテ見 タ(第4、5表)。

次 イデ「ヴィタ ミン」B投 與動物 二 於 ケル 貧血 時

二於 ケル血液 「カ」ノ攣化 テ総括 観察 スルニ、

先 ヅ「フェー一ル ヒ ドラチ ン」貧血試験成績 サ ー

括 ス レバ次 ノ如 クナル。

「フ
ヱニ ー一一7vヒ ド ラ チ ン」貧 血(第3、4圖 参 照)

最低値

第5日35%
第5日40%

第3日40%
第5日38%

第3日52%
第5日54%

前値到蓮

第13日
第13日

第15日

第6日
第8日

即 チ、健常 「ヴィタ ミン」動物 ノ貧血進 行期 二於 ケ

ル赤血球及 ビ血色素 ノ減 少程 度ノ・大膣健 常動物

ノ場 合 ト大差 ナ ク、且赤血球 ノ恢 復期 日モ略 ヒ

健常 トー致 スルガ、血色素量 ノ恢 復 ノ ミノ・稚 ヒ

遅延 シ、観察期 間内二於 テノ・健常動物 二見 タル

如 キ恢復後期 ノ増量 テ示 サズ。從 ツデ コノ際 ノ

血色素係撒 ノ上昇ノ・極 メテ輕微 デ アル。

結核 「ヴ・タ 走ン」動物 二於 テモ貧血進 行期 ノ赤

血球及 ビ血色素 ノ減少程 度ハ大膿健 常「ヴ.タ ミ

ン」動物 ノ場合 二相等 シク、其後赤血球数 ノ・健常

ト同時期 二原値 二復蹄 スルガ、血色素量 ノ ミハ

恢 復甚 シク遷延 シ観察期間 内ニノ・原値 二到達 セ

ズ、從 ツテ血 色素係数 ノ・寧 ロ減少 テ來 ス。

是等 ノ場合 二封 スル血液 「カ」ノ態度 テ見ル ニ、

健 常 「ヴィタミン」動物 ノ・健常動物 ノ場合 ノ」曾減

上昇最高値
●

第13日151%

第19日138%

復蹄所要日徽

第ヨ日

ノ程度 トソノ時期 トニ於 テ全 ク同様 デァル
。 而

シテ結核 「ヴィタ ミン」動物 ノ血液 「カ」ノ・、ソノ減

少ノ・血色素同様 第5日 最低値54%二 陥 ル ガ、 ソ

ノ後 ノ恢復ノ・極 メテ旺盛 ニ シテ
、第8日 原値 ・一=一

到達、更 二動揺 シツ ・増 量、 第19日 最高値138

%二 至 リ急 二復蹄 テ示 ス。即 チ結核罹 患動物 ノ

血液 「カ」ノ・、 「ヴィタ ミンjB投 與 ニ ヨリ
、全 ク健

常 ト同様 二旺盛 ナル恢 復 テ示 スコ トテ知 ル。 而

モ コ ノ際健患雨 「ヴィタ ミン」動物共 血色 素 ノ恢

復不 良ナル傾 向 テ有 スル ニ拘 ラズ血液 「カ」ノ ミ

ガ・何 レモ正常活壌 二恢 復 ヲ來1ス コ トノ・極 メ テ

興 味 アル事實 デ ァル。

第ニ ー「ヴィタ ミン」投 與動物 二就 イテ、失 血性貧

血 トシテ頸 動脈 瀧血 テ行 ヒタル例数 へ 健患共

甚 グ少藪 ナ レ ドモ、ソ ノ成績 ノ・r欠ノ如 クデァ,L
o
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赤血 球{籍獣:

血 色 素{雛¥:

血液「カ」騰¥:

L

値低最
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日

日

日

日
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け
　

　

第

第

第

第

第

第

頸動脈潟血貧血(第7、8圖 参照)

前値到達

第15日

第15H

第6日

即 チ健常 「ヴィタ ミン」動 物 ノ・健常動物 二比較 シ、

赤血球 及 ビ血色素共 ソノ恢 復ノ・甚 グ遷 延 シ、血

液 「カ」ノ・梢 ζ遅 レ最低値 二 至 ル モ、 「カ タラー

ぜJノ ミハ直 チニ極 メテ急激 二増 強 シ、實 二恢復

第1日(貧 血第7日)ニ シテ、 最高値140%二 上

昇 シ、動揺 シツ ・永 ク高値 ラ維持 シ、實 験終 了

日術復蹄 テ來 サズ。

結核 「ヴ.タ ミン」動 物 ノ場合、赤 血球 及 ビ血色素

ノ減少 ノ程度 ハ、結核動物 ノ場合 ヨリモ租 賜星

皿.

赤血球{籍凝

血色礁 獣 二

血液「カ」{雛¥:

_ヒ昇 最 高1血

第21日116%

第7日140タ6

復蹄所要日撒

ク、從 ツテ ソノ恢復 ノ・同様甚 グ不良 一 シテ、實

験終 了 日マデニ復蹄 テ示 サズ、但 シコノ際血色

素係数 ニノ・、大 ナル憂化 テ見 ナ ィ。 而 シテ血液

「カ」ノ・第4日 最低値 二達 シ、恢 復期 二於 テー程

度 ノ増 強 テ認 ムル モ晩期 二於 テハ永 ク低値 ノマ

マ留 リテ實験 終 了 日二至 ル モ復蹄 ノ傾 向ナ シ。

第三 二「ヴィタ ミン」投與動物 二於 テ、耳静脈 ヨリ

漉血 テ試 ミタル成績 テー括 ス レバ次 ノ如 クデ ア

ノレo

耳静脈潟血貧血(第11、12圖 参 照)

最 低 値

第2日59タ ・

第2日70%

第1日63%

第2日61%

第1日61%第
1日66%

前値到達

第12日
第12日

第12日
第10E

第6日
第4日

即 チ「ヴィタ ミンJ動 物 ハ コノ場合 二於 テモ、健常

及 ビ結 核共 極 メテ僅 力赤 血球 及 ビ血 色素 ノ恢 復

ノ遅延 スル傾向 テ認 ノルガ、血液 「カ」ノ・ソノ減

少 ノ程 度 二 於 テノ・「ヴィタ ミン」非投與動物 ト略

ミ同様 ナル ニ拘 ラズ、 ソノ恢 復 ノ・極 メテ活濃 ト

ナル.殊 ニソ ノ影響 ハ 結 核 「ヴィタ ミン」動物 二

於 テ顯著 ニ シテ、 ソノ恢 復 ノ・上述各種實験動物

中最 モ早 ク、實 二貧 血第4日 ニ シテ原値 二到達

其後極 メテ速,カ ニ上昇、第9日 ニハ 最高値131

%二 達 シ高値 テ保 チテ徐 々二復蹄 スル。

要之 「ヴAタ ミン」Bハ 、一般 二血液 「カ」二封 シ壇

彊的 二作 用 スルモ ノー シテ、静 止時 二於 テ既 二

健患動物共 輕度 ノ壇 強傾向 ラ認 メル。而 シテ人

工的貧血 ニ ヨリ豫 メ之 ヲ減弱 セ シメタル場 合 ニ

ノ・、 ソノ恢 復 ノ・著 シク促進檜張 セ ラル。殊 ニ ソ

ノ影響 ノ・結 核罹患動物 二於 テ顯著 ニ シテ、帳 復

機能 ノ低 下 テ 來 セル 血液 「カ」ノ・「ヴ,・rタミン」B

一ヨリヨク正常、若 クハ ソ レ以上 刈曾強 セ ラレ

上 昇 最 高1直

第17日111タ 。

第21日105%

」:S11-一一17日10590

第13日14896

第9日13196

復蹄所要H倣

ル。但 シ貧血 的操作 一 ヨル侵害 ノ強度 ナル場合

(頸動脈 漉血)二 於 テノ・著者 ノ使 用 セル「ヴィタ ミ

ン」量 テ以 テ シテノ・何等 ノ促進作 用 デ 現 シ得 ナ

カツタ。

弦 二注 目 入ベ キ ・・、 「ヴィタ ミン」B投 與動物 ガ、

健患共共通 シテ、 貧血恢 復期 二於 ケル血液 、就

中血色 素量 ノ恢 復 ガ 夫 々非「ヴ.タ ミン」動物 二

比較 シデ鞘 ζ著 明 二遷 延 スル事實 デアル。 而 シ

テ静 止時 二於 ケル成績 二 就 イテモ 「ヴィタ ミン」

Bガ 血 色素量 二封 シ稽 ヒ減少的 二作 用 入ル傾 向

テ認 メル。

「ヴxタ ミン」B投 與 ガ血液像 二及 ボ ス影響 二 關

スル文 献ノ・甚 ダ勘 ク、嚢 二慈恵醤大齋藤 徳二、

高楠武 夫雨氏 ノ報告 ガ アルガ、 同氏等 モ「ヴィタ

ミン」B(ベ リベ 占一ル)ノ 非経 口的投與 ニ ヨリ、

赤血球 及 ビ血色素量 ガ漸次減 少 λル事 實 テ認 メ

テヰ几。
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斯 ノ如 キ造血機能 二封 スル障礁的作 用ガ 果 シテ

「ヴィタ ミン」B自 身 ノ作 用 デアル カ、或 ハ 所 謂

「ヴィタ ミン」B剤 中 ノ他 ノ成 分 ノ影響 ニ ョルモ

ノデァル カノ・今直 チニ 断定 シ得 ナ ィガ、既 二

「ヴAタ ミン」B,及 ビB2ガ 分 離 セラ レタル 午日、

純 檸 ナル製 剤 ラ以 テ スル今後 ノ研 究 ニ ョツテ明

瞭 ニセ ラレルデ アラウ。

全、 ソノ原 因ノ・何 レニ入ル モ、本「ヴ、タ ミン」投

與實験 成績 二於 テ貧血恢 復期 ノ「カ タラー ゼ」ト

血色素 トガ反封 ノ方 向 ノ経過 ヲ トル コ トノ・甚 ダ

興味 ガ アル。著者 ノ・、嚢 二健常動物 ノ貧血恢復

期 二於 テ血液 「カ」ガ血液像 ノ恢復 二先行 シテ著

:明二」曾加 ラ來 シ、結核動物 ・・=・於 テハ反之特 二「カ

」'ラー ゼ」恢 復 ノ遅延 スル'・トテ誇i明 シタガ、今

・又更 二「ヴィタ ミン」B剤 投與 一 ヨ・ソテ 健患共雨

者即 チ「カ タラー ゼ」ト血液成分 トノ恢 復態 度 ノ

相背馳 スル コ トテ観察 シタ。 即 チ血液 「カ」へ

必 ズ シモ常 二血液 成分 ノ清長 ト相雁 行 スル モ ノ

・・=・非 ズ シテ、濁 自 ノ立場 ニァル モ ノナル ・」トテ

ー層深 ク信 ゼ シメ ラル。既 二中西氏(大 正10年 、

1921)モ 臨 沐的 二各種貧血患者 二 就 イテ血 色素

量 ト血液 「カ」値 トノ關係 テ検査 シソ ノ多様性 テ

講忍メテヰル。

最 近Bingold教 授(1933)ノ ・腎臓 テ中心 トスル血

液代謝、殊 二血 色素分解 二關 スルー學 設 ラ樹 テ、

・・ノ間 ニ アツテ「カタ う一 ゼ」ガ有 力 ナル血色素

分解保護作 用テ演 ズルモ ノナル1ト ー川昌一 テヰ

・L
。 又之 トハ別 二Schrensu.Carrie(1934)ノ ・

・血液肝騒 昆合物(Blut-Lebergemischl内 一・・一於 ケ

ル臆 汁色 素 ノ形成 ガ ソ ノ「カタ クー ゼ」サ破壌 ス

ルコ トー・一?ツ テi著シクナ曾bidiセラ レ」丈封 二「カタ

ラー ゼ」ノ附加、若 クハ ソ ノ存在 一ヨツテ著 シク

ー減弱 セ フル:1ト チ謹 明 シテヰ,しヵ'
、Bingoldノ

唱 ヘル「カタ1}一 ゼ」ノ1(皿色素 分解阻 止作 川 ノ'ド
　 　　 　

1實 テ畏 τ辱キ シ タ モ ノ ト云 ヘ ル 。

斯 ノ如 〃一一一面 「カ タ う一 ビ」 ・ナ曾強 ハBingoldノ

設 二從 ヘバ血液代謝 上、1(11色素 分解 二封 スル保

護作 用 ノ増彊 セ ラレタルモ ノト云 ヒ得 べ 久 即

チ血球破壌 、若 クハ血球減 少 二封慮 スル個膿、

若 クノ・各個血球 ノ生物學 的態度 ノ表現 ト見ル コ

トが出來 ル。從 ツテ病 的個膿(例 ヘ バ結核 動物)

二於 テノ・ソノ反慮 ノ異 常 ヲ來 シ、殊 二實験 的侵

害 ノ大 ナル場合 ニノ・ソ ノ影響 ノ・一層甚大 トナル

繹 デ アル。

更 二近 時 ノ進歩 セル 酵 素化學 ノ研究 ニ ョレバ

「カタ ラー ゼ」自身 ガ、 一 ツ ノH5minderivat

(Fefmenth乞minnachKuhnu.Zeile!一 シテ、

1(ll.色素 トノ、化學組成 上密接 ナル關係 ノ""ル コ ト

が謹明 セ ラレテヰル。故 二或 ハ血色素 ノ破壊 産

物 ガ直接 「カ タ ラー ゼ」曾 生 ノ材料 トナル コ トモ

想像 セ ラレル。然 ラバ赤血球 破壌物質 ラ血液 中

二遺存 スル血・毒性貧血 二於 テノ・「カ」ノ増加 一層

旺盛 ニ シテ、 血液 テ膿 外 二放 出 スル失血性 貧血

ノ場合 ニノ・、 ソノ檜 加 ノ前者 二及 バ ザル コ トモ
ーr解
セラル。叉結核動物 二於 テモ血毒性 貧血 ノ

恢復初期 二現 レルー程度 ノ「カ」ノ増加 ノ・恐 ラク

破=壌血液成分 ノ吸牧 ニ ヨル モ ノー一シテ、恢 復晩

期 二於 ケル攣 化ノ・個膿 本來 ノ反慮 斗示 ス モノ ト

号ヘ ラル。

極 メテ最近Koeppe教 授(1935)ノ ・血糖 量 ノ動揺

トIM液 「カ」トノ封踪的 ナル關 係 子諦明 シ、血液

1カ」が又 生罷 内糖代謝 二關與 ス ・レrlト テ唱 ヘテ

ヰ ル。 何 レニ 入ルモ「カタ ラー ゼ」 ノ生理 的意

義 二關 シテへ 將來 ノ研究 ニ ョ'ソテ更 二多 ク ノ

作用 ガ明 力 ト ア'ルデア 戸ンσ從 ツテ コ ノ際 二於

ケル 「ヴ汐 ミン」Bノ 吻 タ ラー ゼ」一 封 スル作

用機轄 二關 シテモ、 直接 的 一・=ソノ作 用 テf曾彊 セ

シム ・しモ ノヵ(Domianovichu .Pilado,]924.ノ

或 ノ・間接 的 ニソ ノ生産 サ促進'ヘ ルモ ノカ或 ハ又

之 テ代償補填 スルモ ノナル カ等 ・・今後 ・研 究 ニ

ヨツテ決定 セラルベ キ問題 デ アル
。

第5章 結 論

証.結 核家兎1価 夜「カ」値 ハ著者 ノ實験 セ,し感染 程度及ビ感、染期間二於テ・健 常動物 ト相等 シ。
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2.實 験 的貧i血時 二於 ケ・し結核家 兎血液 「カ」値

ノ恢復 ノ・健常動物 二比較 シテ甚 シク遅 延 ▼へ。

3.血 液 「カ」テ示標 トシテ結核罹 患個罷 二所謂

漕在 性攣調 ノ事實 ノ存 在 斗認 メ得。

4.「 ヴィタ ミン」B複 合膿投與 ノ・一般 二血液「カ」

作 用 テ壇強 シ、且實験 的貧 血時 二於 ケル「カ」ノ

恢 復 男 曾張促進 セ シム。

5.「 ヴィタ ミン」B複 合罷投與 ニ ヨル「カ」ノ壇

張作 用 ノ・結核貧血動 物 二於 テ、極 メテ顯著 ニ シ

テ、 ソ ノ恢 復ノ・ヨク正常、若 クノ・正常以 上 二促

進土曾弓星セラル。

6.「 ヴィタ ミン」B複 合龍 ノ非経 口的連緬 投與

ニ ョリ、血 色素 量ハ減 少 ノ傾向 テ示 シ、 且實験

的貧 血時 二於 ケル恢 復 ヲ返延 セ シム。

7.血 液「カ」作用ハ實験的貧血時、貧血進行期

二於テ血液成分 ト拉行 シテ減少4來 スガ、恢復

期二於 ケル浦長 ノ・必ズ シモ、之 ト雁行セズ。

即 チ、造血機能 ノ恢復 トノ・直接關係 ナキモ ノノ

如ク、時二先行(健常時、殊 二血毒性貧血時)、

或ハ逞延r結核罹患時、又ノ・實験的侵襲 ノ過重 ナ

ル時)、若 クハ相背馳(「ヴィタミン」B複 合膿投與

時)テ示 ス。

欄笠二臨 ミ、不断 ノ御鞭漣 ト御校閲 テ辱 ウセル

院長太縄博士拉 二前所長有馬博士 二封 シ謹 ンデ

満腔 ノ謝意 テ棒 ゲ、本問題 ノ研究 テ命 ゼラレ、

終始懇篤ナル御指導ラ賜 ・・リタル馨長渡邊博士

二衷心ヨリ感謝 ス。 .
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